


について成分の比較をおこなったが、いずれにおいても

有意な差は認められなかった。現在、これの分析結果に

ついて整理と検討を進めている。

内部状態については、まず土砂が充填されている状態

での入れ子銅鐸の様子について三次元X線CT撮影を実

施し、さらに、土砂を取り除いた後に金属部分に着目し

てX線透過撮影とX線CT撮影をおこない、金属部分の残

存状況や腐食状態をはじめ、鋳掛の状態などに関する情

報を収集した。その結果、入れ子状態の銅鐸に残存する

土砂は完全に充填された状態ではなく、空間もかなり残

存することなどがわかった。また、内部の土砂を取り出

した後の調査では、腐食等の状況以外に、鋳型整形時に

おける鋳型のずれや、鋳込みに伴う残存する気泡の状

態、金属の歪み、複雑な鋳掛の様子などが明らかになっ

た。

４ 保存修理

保存修理は、まず銅鐸表面に付着する粘土や砂粒子の

除去（クリーニング処置）から実施した。文様の凹凸が少な

いうえ、表面状態が不均一であること、つまりさびに覆

われた硬い部分や腐食が進んで脆弱になっている部分が

混在するので注意を要した。

エアブレイシブを用いるとクリーニングは迅速にでき

るが、表面を損傷する危険があり使用できないため顕微

鏡下において、筆を用いたアルコール塗布によるブラッ

シングを基本として実施した。いっぽう、銅鐸表面を覆

う緑色さびについては、ハンドピッキング法により可能

な限り除去した。いずれにしても精密な作業であるた

め、長時間を要した。

クリーニング処置により、土砂やさびは取り除かれた

が、いっぽうでは、文様のコントラストがなくなり、や

や見えにくくなった感がある。これは、クリーニング前

は凹部分に、粘土粒子が付着しているので白っぽく見え

ており、文様を作る凸部分には粘土粒子の付着が少な

く、黒っぽくみえているので、文様のコントラストが高

く鮮明に見えていたものが、粘土粒子を取り除くことに

よって、全体が同じ色調になり、コントラストが低下し

たためである。しかし、将来における劣化の進行を考慮

すると、粘土粒子による水分の吸着は、遺物の劣化に大

きく影響するので土はできるかぎり取り除く必要があ

る。

クリーニング処置を終了した後には、残存する健全な

金属部分を腐食から保護する必要があるため、BTA処置

を実施した。銅鐸の主成分である銅は、ほとんどは銅

（Ⅱ）であり、少量は銅（Ⅰ）が存在すると予想されるの

で、BTA処置にあたっては減圧含浸後、２４時間以上反応

を進めてから、アルコール洗浄をおこなって取り出し

た。

その後、強化処置のためアクリル樹脂の低濃度溶液を

含浸した。破片の接合には、小片はアクリル樹脂を用い

て、大きな破片は破断面にアクリル樹脂による処置を施

した後、エポキシ系やシアノアクリレート系接着剤を用

いて接合した。欠損部分については、基本的に補填しな

い方針であるが、強度不足の部分や構造的欠陥のある部

分については、エポキシ系補填材をもちいて整形した。

ただし、補填部分の接合については、あらかじめアクリ

ル樹脂による処置をおこない容易にとりはずすことがで

きるように配慮した。 （肥塚隆保・高妻洋成・降幡順子）

図５３ 加茂８号銅鐸舞部の鋳掛部分X線透過像 図５４ 顕微鏡下でのクリーニング作業風景
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